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地域医療情報システム
• 限りある医療資源（ヒト・モノ・カネ）を

有効に活⽤するために、機器の共同使⽤や技
術を共有する必要がある。

• そのためには施設間で、画像も含めた情報の
連携が⾏えなければならない。

• 遠隔医療（Telemedicine）システム
– 患者から離れた地域、あるいは病院から離れた地

域から診療や医療⽀援を⾏う試み。
• 地域医療情報ネットワーク
– 医療資源の偏在・地域差を解消する、あるいは継

続的な医療サービスを⾏なうための試み。

[2]



地域医療情報システムの目的と技術
• 医療資源の偏在・地域格差の解消
• 施設の機能分担と連携の促進による

医療資源の効率的活⽤
• 保健・医療・福祉の連携による患者中

心の継続的サービスの提供

前提となる技術
–インターネットへの安定した接続・通信環境
–特別な機器を前提としないWebブラウザを利⽤

したシステムの開発
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宮津市におけるICT利活⽤の可能性
• 北部医療センターの存在

⇒D to D の実現も可能である
• 診療所と訪問看護ステーションなどの

連携が既に実現
⇒ICT利活⽤の最初のハードルを既に

超えている
• 北部医療センターと診療所の連携

⇒特養・グループホームにおける
看取りの対応も可能
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総務省︓遠隔医療モデル参考書, p.7, https://www.soumu.go.jp/main_content/000688635.pdf
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総務省︓遠隔医療モデル参考書, p.7, https://www.soumu.go.jp/main_content/000688635.pdf
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–⾃宅への薬剤搬送、所持薬の整理
–服薬指導、服薬管理
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事例）徳之島（離島）オンライン診療
• 病院）徳之島徳洲会病院

⇒在宅患者200名、24h365dの⾒取り
• オンライン診療実施時には、訪問看護師が必ず⽴ち会

うシステム
⇒バイタルセンサーからデータを送信

PC/タブレットによる電⼦カルテ閲覧・入⼒
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セコム医療システム株式会社 https://medical.secom.co.jp/pdf/20190704_v2.pdf
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オンライン診療システムの功

セコム医療システム株式会社 https://medical.secom.co.jp/pdf/20190704_v2.pdf

より正確に
死亡診断書を
書ける

うまく状態を
伝えられない
小児の状態を正確に
把握できる︕

夜間の徐脈を
検出し、
処⽅薬の変更に
つながった︕

SpO2の夜間
常時計測で、
呼吸器不全を
検出できた︕

SpO2の夜間
常時計測で、
呼吸器不全を
検出できた︕

看取り時期を
予測でき、
予定の調整に
役⽴った︕

旅⾏先での状態
を把握できた︕

心拍数の上昇で
発熱を検出
できた︕
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事例）つくば オンライン診療
• 診療所）つくばハートクリニック ＋NPO法人
• オンライン診療実施時には、訪問看護師が必ず⽴ち会

うシステム
⇒システムの起動、医師への連絡を看護師が担当

iPad、FaceTimeによる情報連携が中心
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事例）⼭形県鶴岡地区医師会 地域医療連携

• 病院）鶴岡地区医師会＋株式会社ストローハット
⇒登録患者数︓74,775名、参加施設︓145

運⽤実績︓11年以上
• 多施設・多職種間での患者情報の共有と相互コミュニ

ケーションを可能としたシステム
• ⼭形県酒田市・鶴岡市における5病院＋検診センター＋

鶴岡地区医師会の診療情報が「ちょうかいネット」
（医療情報ネットワーク）において共有されている。
⇒それらの医療機関の（患者の）情報が、地域の145

の施設（病院、診療所、⻭科診療所、調剤薬局、
訪問看護ステーション、居宅介護⽀援事業所、
地域包括⽀援センター、介護施設など）と共有され
ている
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Net4Uの概念図
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オンライン診療実施医師の研修

• オンライン診療を実施する医師は、厚生
労働省が定める研修を受講することによ
り、オンライン診療を実施するために 必
須となる知識を習得することが必須とな
りました。義務化は2020 年 4 月から。
オンライン診療を既に実施している医師
は、2020 年 10 月までに研修を 受講す
る必要があります。

総務省︓遠隔医療モデル参考書, p.20, https://www.soumu.go.jp/main_content/000688635.pdf
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オンライン診療などICT利活⽤の問題点
• 費⽤面の問題
–市内全域をカバーするインターネット網
–端末や通信機器の調達・維持管理
–医師・看護師の人件費 など

• 運⽤面の問題
–オンライン診療を実施するタイミングの調整
•医師が診療の⽚⼿間で対応するのは不可能
•しかし、医師が常駐するのも困難

–高齢患者の機器導入・操作
–機器・通信等のトラブル発生時の対応
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